
「
天
網
恢
恢

疎
に
し
て
失
わ

ず
」
。
国
税
職

員
で
こ
の
言
葉

を
知
ら
な
い
も

の
は
い
な
い
だ

ろ
う
。
予
防
講
話
の
た
び
に

耳
に
す
る
か
ら
だ
。
悪
事
は

必
ず
ば
れ
る
と
の
先
人
の
教

え
。
ま
た
、
企
業
の
不
祥
事

へ
の
対
応
で
は
「
最
初
は
否

定
し
、
事
実
を
指
摘
さ
れ
れ

ば
小
出
し
に
認
め
る
」
の
は

最
悪
と
さ
れ
る
。
こ
れ
も
過

去
か
ら
の
教
訓
だ
。
し
か
し
、

永
田
町
と
霞
が
関
で
は
、
こ

の
教
え
は
生
か
さ
れ
て
い
な

い
ら
し
い
▼
森
友
・
加
計
・

自
衛
隊
日
報
等
々
、
嘘
と
隠

匿
で
塗
り
固
め
て
い
た
も
の

が
、
次
々
と
明
ら
か
に
な
る

新
事
実
に
よ
っ
て
崩
れ
、
と

ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
。

こ
の
国
の
政
治
家
と
官
僚
は
、

い
つ
の
間
に
こ
れ
ほ
ど
も
堕

落
し
た
の
か
。
▼
財
務
事
務

次
官
と
国
税
庁
長
官
が
そ
ろ
っ

て
辞
任
す
る
と
い
う
異
常
事

態
に
も
、
も
は
や
驚
か
な
く

な
っ
た
。
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“税務の職場”
何でも110番

zenkokuzei＠aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
〇
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
F
A
X
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）
。

◇全国税ホームページ◇

http//www.kokko-net.org/zenkokuzei

全
国
税
労
働
組
合
「
第
57

回
山
の
集
い
」
を
、
初
め
て

四
国
の
石
鎚
山
で
開
催
し
ま

す
（
上
写
真
は
、
昨
年
の
甲

斐
駒
ヶ
岳
）
。◇

【
開
催
日
】
８
月
２
日
（
木
）

～
８
月
４
日
（
土
）

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】
石
鎚
山

は
、
山
岳
信
仰
（
修
験
道
）

の
山
と
し
て
知
ら
れ
、
石
鎚

国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
。
近
畿
以
西
の
西
日
本
最

高
峰
。

最
高
峰
に
位
置
す
る
天
狗

岳
（
て
ん
ぐ
だ
け
。
標
高
１
、

９
８
２
ｍ
）
、
石
鎚
神
社
山

頂
社
の
あ
る
弥
山
（
み
せ
ん
。

標
高
１
、
９
７
４
ｍ
）
、
南

尖
峰
（
な
ん
せ
ん
ぽ
う
。
標

高
１
、
９
８
２
ｍ
）
の
一
連

の
総
体
山
を
石
鎚
山
と
呼
ぶ
。

【
行
程
】
初
日
の
山
小
屋
は

頂
上
山
荘
。
二
日
目
は
道
後

温
泉
の
『
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ゆ
づ
き
』
。

【
費
用
】
約
３
３
、
０
０
０

円
（
前
泊
込
・
交
通
費
別
）
。

＊
申
し
込
み
は
組
合
員
ま
た

は
全
国
税
本
部
（
０
３
‐
３

５
８
１
‐
３
６
７
８
へ
）
。

財
務
省
・
福
田
前
事
務
次

官
の
セ
ク
ハ
ラ
疑
惑
を
め
ぐ
っ

て
、
人
事
院
規
則
等
に
対
す

る
政
府
・
財
務
省
の
無
理
解

は
枚
挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
セ
ク
ハ
ラ
は
、
「
他
の
者

を
不
快
に
さ
せ
る
職
場
に
お

け
る
性
的
な
言
動
及
び
職
員

が
他
の
職
員
を
不
快
に
さ
せ

る
職
場
外
に
お
け
る
性
的
な

言
動
」
。
（
規
則
）

〇
「
他
の
者
を
不
快
に
さ
せ

る
」
と
は
、
「
職
務
に
従
事

す
る
際
に
接
す
る
職
員
以
外

国
公
労
連
・
鎌
田
書
記
長

は
４
月
24
日
、
「
セ
ク
ハ
ラ

問
題
な
ど
へ
の
政
権
の
対
応

に
つ
い
て
懸
念
あ
り
・
一
連

の
疑
惑
の
全
容
解
明
を
求
め

る
」
談
話
を
発
表
し
ま
し
た
。

談
話
で
は
、
一
連
の
疑
惑

で
「
国
民
の
不
信
感
は
高
ま
」

り
、
「
社
会
規
範
が
揺
ら
ぎ
、

モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
ま
ね
き

か
ね
な
い
」
と
指
摘
。
財
務

省
・
福
田
前
事
務
次
官
の
セ

ク
ハ
ラ
疑
惑
を
は
じ
め
、
一

連
の
疑
惑
に
対
し
て
「
全
容

解
明
と
公
正
で
民
主
的
な
公

務
員
制
度
の
確
立
を
め
ざ
す

こ
と
で
、
行
政
へ
の
国
民
の

信
頼
を
確
か
な
も
の
に
す
る
」

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。
（
全

文
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

の
者
を
不
快
に
さ
せ
る
こ
と
」

を
含
む
。
（
通
知
）

〇
セ
ク
ハ
ラ
に
「
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当

た
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、

相
手
の
判
断
が
重
要
」
（
通

知
、
別
紙
１
指
針
）

〇
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
相
手

方
な
ど
職
員
が
そ
の
職
務
に

従
事
す
る
際
に
接
す
る
こ
と

と
な
る
職
員
以
外
の
者
」
な

ど
「
職
員
間
の
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
だ
け

注
意
す
る
の
で
は
不
十
分
で

あ
る
」
（
通
知
、
別
紙
１
指

針
）

〇
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
で
あ
る
と
の
指
摘

を
受
け
た
が
納
得
が
い
か
な

い
」
場
合
の
例
示
に
は
、

「
周
囲
の
職
員
が
不
快
に
感

じ
る
以
上
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
当
た
る
」
。

（
通
知
、
別
紙
２
指
針
）

規
則
…
人
事
院
規
則
10-

10

通
知
…
職
福
―
４
４
２
「
人

事
院
規
則
10
―
10
（
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防

止
等
）
の
運
用
に
つ
い
て
」

（
別
紙
１
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
す
た

め
に
職
員
が
認
識
す
べ
き
事

項
に
つ
い
て
の
指
針
」
、
別

紙
２
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
苦
情

相
談
に
対
応
す
る
に
当
た
り

留
意
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て

の
指
針
」
が
あ
る
）

「トップの不始末で職員が批判の矢面に立っ

ている」。

昨年秋から佐川前国税庁長官へ直接訴えて

きた全国税は今、職場内外から、税務職場の

労働組合は「やっぱり、全国税」の声が広がっ

ています。

労
働
組
合
に
期
待
さ
れ
て

い
る
役
割
の
ひ
と
つ
が
、

「
企
業
（
組
織
）
の
チ
ェ
ッ

ク
機
能
」
。
企
業
や
行
政
の

内
外
を
問
わ
ず
、
経
営
に
対

し
て
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
発
揮

す
る
こ
と
は
労
働
組
合
の
役

割
で
す
。

「
労
働
組
合
は
労
働
条
件

だ
け
に
集
中
」
と
い
う
考
え

方
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
労
使
関
係
で
は
、
〝
気

が
付
い
た
ら
会
社
が
お
か
し

く
な
っ
て
い
た
〟
と
い
う
事

態
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
大
企
業
の
粉
飾

決
算
や
中
央
官
庁
の
公
文
書

改
ざ
ん
、
計
画
倒
産
や
サ
ブ

リ
ー
ス
問
題
、
そ
し
て
セ
ク

ハ
ラ
…
。
今
年
だ
け
で
も
、

こ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
に
は
枚

挙
に
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
。

正
し
い
こ
と
を
ハ
ッ
キ
リ

と
言
う
こ
と
に
リ
ス
ク
が
伴

い
ま
す
。

一
人
の
力
は
あ
ま
り
に
小

さ
く
、
正
し
い
こ
と
を
言
っ

て
も
も
み
消
さ
れ
た
り
、
追

い
詰
め
ら
れ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
欠
点
を
克
服
し
、
組

合
員
の
意
見
や
不
満
、
苦
情

な
ど
を
当
局
に
伝
え
や
す
く

す
る
の
が
労
働
組
合
で
す
。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
楽
し
み

た
い
、
経
済
力
を
高
め
た
い
、

充
実
し
た
仕
事
を
し
た
い
な

ど
、
労
働
者
に
は
様
々
な
要

求
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
要
求

を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
ホ

ン
モ
ノ
の
労
働
組
合
で
あ
る

全
国
税
が
大
き
く
な
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

職
場
内
の
取
組
み
だ
け
で

は
、
労
働
条
件
の
改
善
に
限

界
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
労

働
条
件
を
高
め
、
労
働
者
の

権
利
向
上
と
の
セ
ッ
ト
が
必

要
で
す
。

例
え
ば
、
「
公
務
員
バ
ッ

シ
ン
グ
」
の
威
を
借
り
た
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
か
な
い

大
幅
賃
下
げ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

■

左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
加

入
届
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
）
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４
人
で
ギ
リ
ギ
リ
何
と
か

事
務
を
回
し
て
い
る
中
で
、

１
人
が
体
調
を
崩
し
て
休

ん
だ
結
果
、
事
務
が
滞
留

し
て
し
ま
い
し
た
。
こ
れ

は
管
運
が
抱
え
る
構
造
上

の
問
題
で
あ
り
、
特
定
の

署
に
限
っ
た
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

専
科
生
を
調
整
弁
と
し

た
場
当
た
り
的
な
人
事
配

置
を
す
る
の
で
は
な
く
、

本
腰
を
入
れ
た
抜
本
的
な

精
通
者
育
成
の
施
策
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

確
申
期
で
の
声

【
愛
知
支
部
】

愛
知
支
部
は
、
毎
週
金

曜
日
の
「
超
勤
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
名
古
屋
市
内
署
で

６
時
、
郡
部
署
は
５
時
30

分
に
実
施
中
で
す
。

（
各
署
の
声
）

〇
金
曜
日
は
早
く
帰
れ
る
。

〇
表
に
載
っ
て
い
な
い
Ｈ

署
は
居
残
り
が
多
い
。

〇
Ｋ
署
で
も
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
欲
し
い
。

〇
も
う
少
し
辞
任
が
早
け

れ
ば
、
確
申
期
の
苦
情
も

少
な
か
っ
た
の
で
は
。

〇
改
ざ
ん
は
悪
質
、
仮
装
・

隠
ぺ
い
で
重
加
算
税
。

〇
署
の
幹
部
が
声
を
か
け

る
署
は
帰
り
が
早
い
。

〇
会
場
は
来
場
者
が
多
く
、

立
ち
っ
ぱ
な
し
と
喋
り
っ

ぱ
な
し
で
、
腰
は
痛
く
な

る
し
、
声
は
枯
れ
る
し
毎

日
大
変
で
し
た
。

Ｉ
Ｄ
・
Ｐ
Ｗ
も
競
争

【
近
畿
地
連
】

ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
方
式
の
導
入

で
は
積
極
的
な
広
報
は
し

な
い
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
で
し
た
が
、
様
相

が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

投
げ
込
み
の
受
付
コ
ー

ナ
ー
で
も
「
積
極
的
に
勧

奨
」
と
指
示
が
飛
ん
で
い

る
署
も
あ
り
、
中
に
は
、

他
署
と
比
較
し
て
「
全
然

取
れ
て
い
な
い
」
と
尻
た

た
き
の
よ
う
な
こ
と
も
。

確
申
期
の
レ
イ
ア
ウ
ト

も
決
ま
っ
て
い
る
な
か
、

直
前
の
横
や
り
で
慌
て
て

専
用
コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
た

り
、
捜
査
担
当
を
配
置
す

る
な
ど
、
対
応
に
振
り
回

さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
パ
ー
育
成
喫
緊

【
東
北
地
連
】

あ
る
署
の
管
理
運
営
で

は
、
債
権
管
理
の
プ
ロ
パ
ー

５
月
３
日
の
憲
法
記
念
日

に
、
９
条
改
憲
を
阻
止
し
よ

う
と
全
国
各
地
で
集
会
な
ど

が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

東
京
都
江
東
区
の
東
京
臨

海
防
災
公
園
で
は
、
「
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
平
和
と
い
の
ち

と
人
権
を
！
５
・
３
憲
法
集

会
」
が
開
催
さ
れ
、
６
万
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

集
会
の
冒
頭
、
高
田
健
さ

ん
は
「
安
倍
政
権
の
下
で
公

文
書
改
ざ
ん
・
隠
ぺ
い
、
日

報
隠
し
、
セ
ク
ハ
ラ
と
多
く

の
問
題
が
起
こ
っ
て
い
る
。

安
倍
政
権
下
で
の
改
憲
に
58

％
が
反
対
し
て
る
」
と
開
会

あ
い
さ
つ
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
竹
信

美
恵
子
さ
ん
は
「
戦
前
、
国

家
予
算
の
７
～
８
割
が
軍
事

費
。
変
え
る
た
め
に
９
条
が

定
め
ら
れ
、
生
存
権
や
男
女

平
等
、
労
働
三
権
な
ど
が
定

め
ら
れ
た
」
と
、
９
条
が
な

く
な
れ
ば
軍
事
費
が
大
幅
に

増
え
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
、

教
育
は
壊
さ
れ
る
こ
と
を
訴

え
ま
し
た
。

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
沖

縄
の
米
軍
新
基
地
反
対
運
動
、

福
島
第
一
原
発
事
故
の
現
状
、

高
校
生
平
和
大
使
の
核
兵
器

廃
絶
の
運
動
、
朝
鮮
高
等
学

校
の
無
償
化
除
外
と
朝
鮮
国

籍
へ
の
し
烈
な
差
別
、
「
働

き
方
改
革
」
一
括
法
案
の
高

度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制

度
問
題
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

政
党
か
ら
は
、
立
憲
民
主

党
・
枝
野
代
表
、
民
進
党
・

大
塚
代
表
、
日
本
共
産
党
・

志
位
委
員
長
、
社
民
党
・
又

市
党
首
が
参
加
し
て
挨
拶
を

し
、
自
由
党
・
小
沢
代
表
か

ら
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

今
年
60
周
年
を
迎
え

た
国
民
平
和
大
行
進
が

５
月
６
日
、
東
京
・
夢
の

島
を
出
発
し
ま
し
た
。
日

比
谷
公
園
ま
で
の
４
時

間
近
く
の
道
の
り
を
行

進
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
東
京
都
・
夢

の
島
の
第
五
福
竜
丸
展

示
館
前
か
ら
８
０
０
人

が
出
発
。

被
爆
者
代
表
は
、
「
高

齢
化
で
仲
間
も
少
な
く

な
っ
て
い
る
。
一
刻
も
早

く
核
兵
器
を
な
く
し
て

も
ら
い
た
い
。
昨
年
、
国

連
で
決
め
ら
れ
た
核
兵

器
禁
止
条
約
を
、
日
本
政

府
は
世
界
で
唯
一
の
被

爆
国
と
し
て
、
早
期
に
批

准
す
べ
き
」
と
訴
え
ま
し

た
。行

進
中
は
、
「
ノ
ー
モ

ア
広
島
・
長
崎
、
ノ
ー
モ

ア
福
島
」
と
コ
ー
ル
を
し

な
が
ら
、
銀
座
や
日
本
橋

を
は
じ
め
、
沿
道
を
通
る

多
く
の
人
々
に
核
廃
絶

を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

５
月
１
日
全
国
各
地
で
メ
ー

デ
ー
集
会
が
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。
各
地
の
メ
ー
デ
ー
の

様
子
を
お
伝
え
し
ま
す
。

◇

【
東
北
・
宮
城
】

宮
城
中
央
メ
ー
デ
ー
が
市

民
広
場
で
開
催
さ
れ
、
１
７

０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
家
族
や
Ｏ
Ｂ
も
含

め
て
８
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

国
公
労
働
者
は
、
行
政
私
物

化
の
反
対
表
明
と
社
保
庁
分

限
処
分
撤
回
へ
の
協
力
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

◇

【
関
信
・
埼
玉
】

埼
玉
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が

北
浦
和
公
園
で
開
催
さ
れ
、

１
８
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。伊

藤
稔
実
行
委
員
長
は
主

催
者
あ
い
さ
つ
で
、
韓
国
と

北
朝
鮮
の
首
脳
会
談
に
触
れ
、

北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
実
現
の

道
が
開
か
れ
た
一
方
で
、
北

朝
鮮
と
の
対
話
を
否
定
し
続

け
て
き
た
安
倍
政
権
を
批
判

し
ま
し
た
。

集
会
の
後
、
埼
玉
県
庁
前

ま
で
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。

◇

【
東
海
・
愛
知
】

愛
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が

白
川
公
園
で
開
催
さ
れ
、
２

８
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

８
名
の
組
合
員
と
Ｏ
Ｂ
が
参

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
中
津

川
の
メ
ー
デ
ー
に
も
３
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

「
８
時
間
働
い
て
普
通
に

暮
ら
せ
る
賃
金
を
」
の
要
求

を
訴
え
、
栄
ま
で
デ
モ
行
進

を
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
実

施
し
ま
し
た
。

89
回
メ
ー
デ
ー

平和がいちばん。９条変えないで！

宮 城

埼 玉

愛 知


	1
	2

